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1． 調査概要 

(1) 調査目的 

この調査は、令和６年度から令和８年度までの「三田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（いき

いき安心プラン 21）」の策定を行うにあたって、介護保険サービス提供事業者の現状や今後の展望等につ

いて把握するために実施しました。 

 

(2) 調査の実施について 

以下の調査を実施しました。 

調査種類 介護保険サービス提供事業者に関するアンケート調査 

対象者 市内の介護保険サービス提供事業者 

実施期間 令和５年５月 12 日（金）～５月 26 日（金） 

実施方法 郵送配布、郵送回収または WEB 回収 

回収状況 

配 布 数：142 件 

有効回収数：101 件（郵送：76 件、WEB：25 件） 

有効回答率：71.1％ 

 

(3) 留意点 

分析結果を見る際の留意点は以下の通りとなっています。 

１．「N」は「Number」の略で、比率算出の母数であり、悉皆調査であることを表しています。 

２．単数回答の場合、本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入し、小

数点第１位までを表記。このため、百分率の合計が 100.0％とならない場合があります。 

３．複数回答の場合、図中に MA（Multiple Answer）、3LA（3 Limited Answer）と記載しています。ま

た、不明（無回答）はグラフ・表から除いている場合があります。 

４．本報告書で使用しているサービス種別は以下の通りです。 

 

サービス種別 該当サービス 

在宅 

サービス 

訪問系サービス 訪問介護、訪問看護、訪問リハビリテーション 

通所系サービス 通所介護、通所リハビリテーション、短時間通所リハビリ

テーション、認知症対応型通所介護、地域密着型通所介護、

通所型サービス B（高齢者ふれあいデイサービス） 

短期系サービス 短期入所生活介護 

その他在宅サービス 定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模多機能型居宅

介護 

居住系 

サービス 

居住系（介護保険）サービス 特定施設入居者生活介護、認知症対応型共同生活介護 

居住系（保険外）サービス 軽費老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅 

施設サービス 介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護医療院 

福祉用具貸与 福祉用具貸与 

居宅介護支援 居宅介護支援 

※介護予防サービス含む。 
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2． 人材について 

(1) 従業員の状況 

●問 1 ４月１日現在の従業員数について、ご記入ください。また、不足している人数につい

て、職種別に数字をご記入ください。 

 

 

【従業員の年齢構成】 
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【不足している職員】 

 

 

 

 

※複数の資格を持っている場合や兼任している場合があるため、各職種の合計と従業員総人数は一致しない場

合があります。  
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●問 2 令和４年度の採用及び退職者数についてご回答ください。 

 

【採用及び退職者数】 
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●問 3 従業員の過不足状況はいかがですか。（○は１つ） 

 

○ 従業員の過不足状況について、「適当である」が 34.7％で最も多くなっています。「大いに不

足している」「不足している」「やや不足している」を合わせた“不足している”は 62.3％と

なっています。 

○ 前回調査と比べると、「適当である」が 15.3 ポイント少なく、“不足している”が 16.9 ポイ

ント多くなっています。 

【従業員の過不足状況】 

［今回調査（R5 年度）］            ［前回調査（R2 年度）］ 

 

 

 

(2) 人材確保・育成 

●問 4 人材を確保するための取り組みを行っていますか。（○は１つ） 

 

○ 人材を確保するための取り組みについて、「行っている」が 58.4％、「行っていない」が 24.8％

となっています。 

○ 前回調査と比べると、「行っている」が 15.2 ポイント少なくなっています。 

【人材確保のための取り組み】 

［今回調査（R5 年度）］            ［前回調査（R2 年度）］ 
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●問 4-1 人材を確保するための以下のそれぞれ取り組みについて、現在実施しているものに

ついてはその効果を（①～②）、実施していないものについては検討状況を（③～④）ご回

答ください。（それぞれの項目について、○は①～④の１つずつ） 

 

○ 人材を確保するための取り組みについて、「採用時に労働日数・時間の希望をできるだけ聞

き入れている」事業所が最も多く、効果があったと感じている事業所も最も多くなっていま

す。次いで、「採用時に仕事のやりがいや、社会的意識を伝えている」「育児中の職員への配

慮など、働きやすい環境をつくっている」について効果があった事業所が４割以上となって

います。また、「ハローワークとの連携を図っている」事業所は約６割と多いものの効果が

あったと感じている事業所は約２割となっています。一方で、「インターンシップ制度を導

入している」「外国人人材を活用している」事業所は１割未満と少なくなっています。 

【人材を確保するための取り組み】 

［今回調査（R5 年度）］ 
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［前回調査（R2 年度）］ 

 

（効果があった取り組み） 
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●問 5 人員が確保できていない場合、その理由は何ですか。（○は１つ） 

 

○ 人材が確保できていない理由について、「応募がない」が 38.6％で最も多くなっています。

一方で「確保できている」が 26.7％となっています。 

【人材が確保できていない理由】 
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●問 6 従事者（サービス提供者）の質の確保・向上を図る上でどのような課題があります

か。 
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3． 運営状況について 

(1) 運営上の課題 

●問 7 事業運営やサービス提供を行う上での課題は何ですか。（○は３つまで） 

 

○ 事業運営やサービス提供を行う上での課題について、「職員の高齢化」が 44.6％で最も多く、

次いで「利用者数の伸び悩み」が 34.7％、「業務の複雑化等による業務量の増加」が 28.7％

となっています。 

○ 前回調査と比べると、「業務の複雑化等による業務量の増加」で 6.0 ポイント多くなってい

ます。一方で、「医療機関との連携」は 11.5 ポイント少なくなっています。 

【事業運営やサービス提供を行う上での課題（3LA）】 

［今回調査（R5 年度）］            ［前回調査（R2 年度）］ 
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○ 訪問系サービスでは「職員の高齢化」、通所系サービスでは「利用者数の伸び悩み」、居宅介

護支援では「業務の複雑化等による業務量の増加」が多くなっています。 
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(2) 地域包括支援センター（・高齢者支援センター）への相談 

●問 8 地域包括支援センター（・高齢者支援センター）へ、相談をしたことがありますか。

（○は１つ） 

 

○ 地域包括支援センター（・高齢者支援センター）への相談経験について、「はい」が 37.6％、

「いいえ」が 59.4％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「はい」が 17.9 ポイント少なくなっています。 

【地域包括支援センター（・高齢者支援センター）への相談経験】 

［今回調査（R5 年度）］            ［前回調査（R2 年度）］ 
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●問 8-1 〔相談したことがある方のみ〕相談した分野は、次のうちどれですか。（○はいく

つでも） 

 

○ 相談した分野について、「成年後見に関すること」が 36.8％で最も多く、次いで「高齢者虐

待に関すること」「市の高齢者福祉サービスに関すること」が 34.2％、「生活困窮や生活保護

等に関すること」が 28.9％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「市の高齢者福祉サービスに関すること」で 6.3 ポイント多くなって

います。一方で、「介護保険制度全般に関すること」「医療機関との連携に関すること」「高齢

者虐待に関すること」「認知症に関すること」「サービス提供事業所に関すること」「ネット

ワークの構築に関すること」で５ポイント以上少なくなっています。 

【相談した分野（MA）】 

［今回調査（R5 年度）］            ［前回調査（R2 年度）］ 
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●問 8-2 〔相談したことがある方のみ〕地域包括支援センター（・高齢者支援センター）へ

の相談をした際の全体的な評価は、次のうちどれですか。（それぞれに○は１つ） 

 

○ ほとんどの評価項目で、「そう思う」「まあそう思う」を合わせた“そう思う”が８～９割と

なっています。特に、「すぐに対応してくれた」と思う事業所が 63.2％と多くなっています。 

○ 一方で、「新たな知識や情報を得ることができた」「利用者本人や家族との調整がとれた」に

ついては、「あまりそう思わない」「そう思わない」を合わせた“そう思わない”が約２割と

他の項目と比べて多くなっています。 

【相談をした際の評価】 

［今回調査（R5 年度）］ 

 

［前回調査（R2 年度）］ 
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(3) サービスの質の向上 

●問 9 サービスの質を向上させるために、どのような取り組みをされていますか。（○はい

くつでも） 

 

○ サービスの質向上のための取り組みについて、「事業所・法人内部の各種研修・勉強会の実

施」が 83.2％で最も多く、次いで「外部の各種研修・勉強会へのスタッフの参加」が 59.4％、

「ガイドラインやマニュアルの作成、共有」が 50.5％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「ガイドラインやマニュアルの作成、共有」で 5.0 ポイント多くなっ

ています。一方で、「外部の各種研修・勉強会へのスタッフの参加」「ヒヤリ・ハット事例の

収集と共有」「利用者やその家族への満足度調査の実施」「事業所・法人内部での独自評価の

実施」で約 10 ポイント少なくなっています。 

【サービスの質向上のための取り組み（MA）】 

［今回調査（R5 年度）］            ［前回調査（R2 年度）］ 
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(4) 市への要望 

●問 10 事業を行ううえで、三田市に対する要望はありますか。（○はいくつでも） 

 

○ 市に対する要望について、「最新・適正な介護保険制度に関する情報の提供」が 57.4％で最

も多く、次いで「市の高齢者保健福祉サービスに関する情報の提供」が 43.6％、「利用者へ

の適正なサービス利用の啓発」が 30.7％となっています。 

○ 前回調査と比べると、「市の高齢者保健福祉サービスに関する情報の提供」で 14.5 ポイント

多くなっています。また、「処理困難者への対応またはその支援」「人員確保のための方策」

で約 10 ポイント少なくなっています。 

【市に対する要望（MA）】 

［今回調査（R5 年度）］            ［前回調査（R2 年度）］ 
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4． 提供しているサービス、今後の提供意向について 

(1) 今後のサービス提供意向 

●問 11 今後、三田市において、新規に展開したい（新規に事業実施に取り組みたい）と考

えている介護サービスはありますか。（○はいくつでも） 

 

○ 今後、新規に展開したいと考えている介護サービスについて、「訪問リハビリテーション」

が４件、「訪問介護」「夜間対応型訪問介護」が３件、「通所介護」「居宅介護支援」「サービス

付き高齢者向け住宅」が２件となっています。 

【介護保険サービスの新規展開意向（MA）】 
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●問 11-1 〔新規に展開したいサービスがある方のみ〕そのサービスを新規に展開したい理

由は何ですか。 
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●問 12 介護保険外のサービスで現在取り組んでいるサービスはありますか。また、今後新

規に展開したい（新規に事業実施に取り組みたい）と考えているサービスはありますか。

（○はいくつでも） 

 

○ 取り組んでいる保険外サービスについて、「掃除・洗濯」「買い物（宅配は含まない）」「外出

同行（通院、買い物など）」が 16 件で最も多く、次いで「見守り、声かけ」が 15 件となっ

ています。前回調査と比べると、「配食」「掃除・洗濯」「買い物（宅配は含まない）」「外出同

行（通院、買い物など）」「見守り、声かけ」に取り組む事業所が増加しています。 

○ ほとんどのサービスで新規展開の意向がある事業所があります。「サロンなどの定期的な通

いの場」については、取り組んでいる事業所は現在１件ですが、３件の新規展開意向があり

ます。 

【取り組んでいるサービス（MA）】 

［今回調査（R5 年度）］            ［前回調査（R2 年度）］ 

 

【新規展開したいサービス（MA）】 

［今回調査（R5 年度）］            ［前回調査（R2 年度）］ 

 


